
令和５年度津山東高等学校　学校評価アンケート集計結果【保護者・生徒】

●令和５年度アンケート回答状況　　保護者：446名（回答率 69%）、生徒：618名（回答率 96%）　　

テーマ 質問項目 肯定 否定 わからない

保護者 子どもは、全体的に授業はわかりやすいと言っている。 64 25 11

生徒 教員は、授業の計画、授業展開の工夫をしている。 85 6 9

保護者 学校は、子どもが自分の考えをまとめたり、発表する機会を持たせている。 72 11 17

生徒 授業や部活動・学校行事などで、自分の考えをまとめたり、発表したりする機会がある。 85 9 6

保護者 学校は、行学や体験活動など、子どもが社会と接点を持ち、課題発見解決力を身に付ける取り組みを行っている。 84 5 11

生徒 行学や体験活動により、社会と接点を持ち、課題発見解決力が身に付いてきている。 76 12 12

保護者 学校は、教育活動を魅力あるものにするために、地域の方や専門家など校外の人材を活用している。 72 7 21

生徒 地域の方や専門家など、校外の人材を活用して学ぶ機会がある。 80 13 7

保護者 学校は、国際交流や国際理解の機会を持ち、グローバル教育に取り組んでいる。 57 17 26

生徒 国際交流や国際理解の機会があり、グローバル教育が行われている。 65 17 18

保護者 学校は、学校行事が子どもにとって魅力あるものになるために、工夫・改善を行っている。 70 14 16

生徒 学校は、学校行事が生徒にとって魅力あるものになるために、工夫・改善を行っている。 76 14 10

保護者 学校は、生徒会活動や部活動などにおいて、子どもの主体的活動を支援している。 68 12 20

生徒 学校は、生徒会活動や部活動などの主体的活動を支援している。 76 8 16

保護者 学校は、子どもの進路意識が高まるような取り組みを行っている。 66 17 17

生徒 面談や情報提供によって、進路について考える機会が増えている。 83 8 9

保護者 学校内は、清掃や環境整備ができている。 66 21 13

生徒 学校内は、清掃や環境整備ができている。 50 34 16

保護者 学校は、子どもが、社会のルールや日常のマナーをはじめとする道徳を理解し、実践できるよう指導している。 71 11 18

生徒 LHRや行事を通して社会のルールやマナーをはじめとする道徳を理解し、道徳的実践の大切さを学ぶ機会がある。 77 12 11

保護者 学校は、様々な場面において、命の大切さや人権を尊重することを指導している。 60 11 29

生徒 様々な場面において、命の大切さや人権を尊重することを学ぶ機会がある。 80 12 8

保護者 学校は、生徒の学習に対し、ICTオンラインシステムを活用するなど工夫して支援している。 68 11 21

生徒 学校は、学習に対し、課題やICTオンラインシステムの活用などの工夫で支援を行っている。 74 10 16

保護者 学校からの文書配布や、メール等での諸連絡は適切に行われている。 83 12 5

生徒 学校からの文書配布や、メール等での諸連絡は適切に行われている。 83 10 7

保護者 学校のホームページでは、最近の活動の様子や、知りたい情報が発信されている。 61 16 23

生徒 学校のホームページでは、最近の活動の様子や、知りたい情報が発信されている。 68 9 23

保護者 学校は、保護者や子どもの気持ちを理解して、相談にのるなど誠実に対応している。 67 17 16

生徒 学校には、生徒の気持ちを理解して、相談などにのってくれる大人がいる。 68 16 16

保護者 学校は、安全・安心な学習環境づくりに努めている。 76 9 15

生徒 学校は、安全・安心な学習環境づくりに努めている。 78 11 11

保護者 校内の施設・設備は、学校生活がしやすいように充実している。 58 25 17

生徒 校内の施設・設備は、学校生活がしやすいように充実している。 62 28 10

保護者 子どもを津山東高校に入学させてよかったと感じている。 85 8 7

生徒 津山東高校に入学してよかったと感じている。 73 13 14

保護者 学校は、保護者と教職員とが協力して、ＰＴＡ活動に取り組んでいる。 67 5 28

生徒 保護者と教職員とが協力して、生徒の高校生活や学習活動の支援をしてくれている。 67 11 22

保護者 学校はいじめの実態把握につとめ、認知した場合は適切に対応している。 28 9 63

生徒 学校はいじめの実態把握につとめ、認知した場合は適切に対応している。 51 8 41
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保護者の皆様 

岡山県立津山東高等学校 

校長   安 東 幸 信 

 

令和５年度学校評価アンケート結果について 

 

厳冬の候  皆様方におかれましてはますます御清祥のこととお喜び申し上げます。平素から本校の教

育活動に御理解と御協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、昨年１２月に実施いたしました学校評価アンケートに御協力いただき、誠にありがとうござい

ました。集計結果を次のとおりお知らせしますので御覧ください。 

 皆様から頂戴した評価や御意見を真摯に受け止め、今後の学校経営や教育活動に反映させてまいりま

すので、より良い東高づくりのために今後とも御協力をよろしくお願いいたします。 
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自由記述 

 

内容 回答

トイレの洋式化・設備改修・美化を

お願いしたい。

　トイレの洋式化は、普通教室棟や特別教室棟の女子用トイレの一部を洋式化するとともに、

残りのトイレの洋式化改修工事の方法等を検討しているところです。今後も早期に実現できる

よう取り組んでまいります。設備等については、令和５年度、教室棟の全ての女子トイレに擬

音装置を設置しました。また、清掃用具やトイレ用洗剤等を十分に準備し、週に3回の通常清掃

時には全てのトイレに清掃当番を配置して清掃を行うなど、トイレの美化に努めているところ

です。

冷暖房を臨機応変に使用してもらい

たい。

　本校では、夏の暑さ対策及び換気の効率化のため教室に天井扇を設置(令和３年度)し、今年度

の始めに教室の空調設備の更新を実施しました。更新後はエアコンの効き具合がかなり改善し

ています。教室内の換気は、感染症予防のため現在も継続していますが、冬季は室内でも防寒

着の着用を認めるなどの対応をしています。空調設備の使用期間は、冷房が６月下旬～9月中

旬、暖房が11月下旬～３月上旬としていますが、状況に応じて柔軟な運用をしています。今後

も、日々の気温や教室内の環境等に応じて、適正な温度での空調使用に努めてまいります。

熱中症対策として自動販売機を増や

して欲しい。

　本校では、生徒会からの要望を受けて飲料自動販売機の設置(令和３年度)を行っています。登

下校時と体育館利用時の利便性を考慮し、第二体育館横に設置しています。平日9:00～16:00に

は本校校舎内にある購買でお茶、ジュース等を購入することが可能です。なお、グラウンドや

グラウンド下などに冷水器を設置しており、随時、水分補給をすることができます。

大駐車場に渡る横断歩道に街灯をつ

けて欲しい。

大駐車場は、バスや自家用車による本校生徒の送迎や本校行事のほか、市民による体育館及び

武道館使用者にも利用されているところです。夜間に駐車場入口付近が暗いことについては、

利用状況や利用時間を考慮しながら、照明設備等の設置を検討してまいります。

欠席連絡以外に使えるフォームを整

備して欲しい。

フォームの性質上、入力された内容は津山東高校職員全員に共有されます。個人的な相談等は

今まで通り電話連絡をお願いします。

大駐車場の出入りのルールが守れて

いない車が多い。

文書により保護者へ、集会での呼びかけにより生徒へ駐車場の使い方を伝えていますが、徹底

してもらえず困っています。校舎側へ道路を横断してくる生徒の安全確保のためにも、様々な

機会に呼びかけていきます。

部活動の予定が早めに知りたい。
学校ホームページには、部活動の予定を掲載しています。大会参加等の詳しい予定が、各顧問

から早めに届くようにします。

生活指導や服装指導を科に関係なく

統一してほしい。

服装・頭髪の検査は月１回、全体で統一して行っています。通常の学校生活での指導で違いが

出ていることがあると思います。統一できるよう調整します。

学力向上のため学習室を可能な限り

開放してほしい。また、騒がしい時

があるので、落ち着いて勉強ができ

る環境を望む。

学習室は平日のみ開放しています。土日・祝日は基本的に学校は休みですので、管理する教員

もいないため開放することはできません。使用時間は、通常授業の場合は18:30まで（顧問管理

下の部活動時間と同じ）、考査期間中・午前中授業・補習中は17:00までとしています。その時

間を有効利用していただければと思います。

学習室に教員がずっとついているわけではないので、タイミングよく注意することはなかなか

できません。騒がしい時は遠慮せず職員室の教員に申し出てください。併せて、学習室の使用

方法についても全校生徒に徹底させていただきます。

専攻科の制服について、スカートの

購入は絶対に必要か。購入しなくて

もよいのではないか。

（多様性の時代）

専攻科の女子用制服は、スカートの着用を正装とし、就職試験や式典等で着用する指導をして

いるため、全員購入することになっています。スカートの購入については、今後検討をします

が、業者の都合もあり、令和６年度の制服については注文が終了していますので、令和６年度

からの変更は難しいです。


